
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 情報  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

配当
時数

13○ ○

13

○ ○ 14

【学びに向かう力、人間性等】

情報社会

【知識及び技能】
情報社会における様々な約束事・定
義づけを学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　情報社会における様々な問題に対
し、適切な判断・対応を考えられる
ようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会の一員として会得した知
識を問題解決・情報社会の健全な発
展にむける。

情報と情報社会
問題解決の考え方
法規による安全対策
個人情報とその扱い
知的財産権の概要と産業財産権
著作権

【知識・技能】
情報社会における様々な約束事・定義づけを
学び、表現し他人に説明できる。

【思考・判断・表現】
情報社会における様々な問題に対し、適切な
判断・対応を考え、行動できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会の一員として会得した知識を使い、
問題解決に向け発意できる。

○

２
学
期

デジタル

【知識及び技能】
　コンピュータの仕組みを理解し、
データの処理がどのように行われて
いるかを理解する。
コンピュータを効率よく利用するた
めの方法を学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　デジタル情報の特性とその情報表
示の方法を考え、利用する。

【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータ上での音や画像の表
現が他者に与える影響を考慮した表
現に取り組む。

デジタル情報の特徴
数値と文字の表現
演算の仕組み
音の表現　画像の表現
コンピュータの構成と動作・性能
データの圧縮と効率化

【知識・技能】
　コンピュータの基本構成を理解している。
　コンピュータ上での情報処理がどのように
行われているかを知り、コンピュータの性能
を十分に活用できる。
　
【思考・判断・表現】
　コンピュータ上での情報処理がどのように
行われているかを知り、音や画像の表現に活
用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータ上での音や画像の表現の特性
を自己の表現に活かすことができているか。

○

情報デザイン

【知識及び技能】
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとメディアについての知
識
Webページ作成ソフトの利用法

【思考力、判断力、表現力等】
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを意識して、Web上での印
象の変化を考慮し発信するという考
え方を学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】
　自分のやりたいことを発信するこ
とではなく、他者にわかりやすい情
報発信を意識できる。

コミュニケーションとメディア
情報デザインと表現の工夫
プレゼンテーション
Ｗｅｂページと情報デザイン

【知識・技能】
　Webページ作成ソフトの仕様を理解して活用
することができる。

【思考・判断・表現】
　情報発信をする際に、Web上での印象の与え
方・影響を考慮して作成する。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自分の表現したいことを考えて構成すると
ともに、他者にわかりやすく伝えることを心
掛けているか。 ○

１
学
期

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　情報と情報技術の技能を身に付ける。情報社会と人の関りについての法規とマナーについて学ぶ。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て，法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保しようとする態度
などの情報モラルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで情報社会に主体
的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術についての知識と技能、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する方法
についての知識と技能を身に付けるとともに，
情報社会と人との関わりについては，情報に関
する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割
や責任等について、情報と情報技術の理解と併
せて身に付ける。
 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，
さまざまな事象を情報とその結び付きの視点か
ら捉え，複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだす力を養うとともに，問題を発見・解決
する各段階で情報と情報技術を活用する過程を
振り返り改善することで，情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

高校情報Ⅰ　Python（実教出版）

情報

　情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

　法規や制度及びマナーを守り、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

情報Ⅰ

（１組：　小出　）
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３
学
期

問題解決とプログラミング

【知識及び技能】
  用語の意味やその使い方について
理解する。
　コンピューターを活用してデータ
を表やグラフに整理し、分析するこ
とができるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し、適切な統計量やグラフ、
手法を選択して分析を行い、その特
徴を表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　データ収集の重要性を理解し、シ
ミュレーションの考え方から考察を
深めたりすることができる。

データの収集と整理
文字データと画像データの整理
統計量とデータの尺度
時系列分析と回帰分析
モデル化・確定的モデルのシミュ
レーション
アルゴリズムとプログラミング
プログラミングの基本・配列・関
数・探索・整列

【知識・技能】
・用語の意味について理解し、実際に使いこ
なすことができる。
・コンピューターを活用してデータを表やグ
ラフに整理し、基本的な統計量を求めること
ができる。

【思考・判断・表現】
　目的に応じて複数の種類のデータを収集
し、適切な統計量やグラフ、手法を選択して
分析を行い、その特徴を表現することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　事象をデータの分析の考えを用いて考察す
るよさを認識し、積極的に数学を活用しよう
としたり、問題解決の過程から考察を深めた
りしようとしている。

○ ○ ○

○ ○

合計

70

○ 15○

定期考査

15

定期考査 ○ ○

２
学
期

ネットワーク

【知識及び技能】
　インターネットの仕組みを理解す
る。
　情報システム構成と安全性を担保
する仕組みを理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・インターネットを利用し、データ
ベースを構築する際に配慮すべき安
全対策を考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　インターネットの持つ危険性を理
解したうえで、より安全な活用を考
える。

ネットワークとプロトコル
インターネットの仕組み
Ｗｅｂページの閲覧とメールの送
受信
情報システムとデータベース
個人による安全対策
安全のための情報技術

【知識・技能】
　インターネットと接続するうえで必要なこ
とを理解している。セキュリティ問題を理解
している。

【思考・判断・表現】
　インターネットと特性を理解し、安全性を
考えて情報を活用できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　インターネットの利便性を知り活用する。
情報共有化のリスクを熟知したうえで積極的
に活用できる。

○


